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はじめに 

言語文化教育の思想とは何か 

あたたかい眼ざしの語り手として 

細川 英雄* 

 

言語文化教育とは，ことばと文化の教育を考える教育研究分野である。 

ことばと文化の教育とは，人がことばを使って社会の中で生きていくこと

の意味を追及する教育実践のことである。この場合の教育とは，「教える」

という意味ではない。人が形成されることを，ここでは「教育」と考えてい

る。 

こうした意味づけは，現在の日本語教育の世界とは程遠いように聞こえる

かもしれない。 

それは，日本語教育自体にそうした「形成」の発想が欠如しているからな

のだろう。というよりも，言語教育といったときに，すでに，こうした「形

成」の意味は排除されているようだ。だからこそ，ここでは，言語教育では

なく，あえて言語文化教育という名称を使っている。 

ことばと文化の教育の意味を強く意識するようになったのは，1998 年か

ら日本語センターで始まった新カリキュラムの中での「総合活動型日本語教

育」の位置づけをめぐってであった。自らの教育実践の中から生まれ出るこ

とばと文化の教育の問題をテーマとし，その理念と方法論の関係を模索する

うちにたどりついたのが，言語文化教育の思想である。この活動は，その後，

「考えるための日本語」というコンセプトの下で発展し，現在，「活動型日本

語教育」の名のもとに，日本語教育において広がりを見せている。 

一方，2001 年に開設された大学院日本語教育研究科での教員養成活動を

ベースに，書くことと考えることの関係，研究と教育を結ぶ意味，そして

「実践＝研究」という思想の展開をめざしてきた。ここで考えたことは，思
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考と表現の循環こそが，人をつくるということである。 

私たちの生きる社会と，ことばと文化の意味について考えることは，これ

からの言語教育にとって不可避の課題である。一人の市民であるために，ク

レア・クラムシュの「第三の場所」，マイケル・バイラムの「第三の社会

化」を超えて，個人が充実した言語活動主体となり得るためには，さまざま

な問いが待ち受けている。 

人間が人間らしく生きていくために，私たちは何をどのように学ぶのか。

そのためには，どのような環境，どのような教育が必要なのだろうか。 

今，この 10 年を振り返りつつ思うことは，私たち一人ひとりがどのよう

な語り手として何を表現し，どのような社会をつくっていけるのかという課

題である。閉塞した政治状況，経済一辺倒の傾向のなかで，ことばの教育に

は何ができるのだろうか。 

深く考え，決して倚りかからず，人間の生き方へのあたたかい眼ざしを語

る，言語文化教育学は，そうした研究でありたいと願うばかりである。 

＊ 

2001 年の大学院日本語教育研究科開設とほぼ同時に立ち上がった，この

雑誌も，早いもので創刊から 10 年が経ち，通巻 11 号を数えることになっ

た。 

もともとは同研究科言語文化教育研究室の研究室誌として出発した本誌で

あるが，その後，早稲田大学日本語教育研究センター・言語文化教育研究会

の会誌となり，次号からは，任意団体・言語文化教育研究所の機関誌となる

ため，本号は，日本語センターの研究会から発行される雑誌としては，その

最終号となる。 

 （ほそかわ ひでお） 
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